
第２９回茨城県放射線技師学術大会 
平成２１年３月８日 
茨城県立医療大学 

 
  
学術展示 ロビー （９：００～１７：００） 

   
第一会場 
受付（９：００～） 

    

    

     

                                    準備中 
 



 

   

  
開会式開始前の様子 

開会式（９：３０～９：４０） 

 総合司会 （小仁所 圭子 理事） 

  

              
開会の辞（横田 浩 副理事）        大会実行委員長挨拶（高山 賢 副理事） 
  

 大会長挨拶（中澤 洋治 会長） 

 
 
 
 
 
 



 
セッション１ 超音波・被ばく管理・乳房・CT（９：４０～１１：００） 

 座長 大石武彦先生 

  
１、１、当院における造影超音波検査の推移 

 水戸済生会総合病院 藤田充秀先生 

  
２、２、腹部領域における超音波３D画像提供の試み 

 水戸済生会総合病院 鬼澤美保先生 

  

  
 
 

 座長 風間ひろみ先生 

 



 
 
３、３、茨城県内施設における PCI時透視被ばく線量の検討 

 茨城県立こども病院 薗部純一先生 

  
４、４、茨城県総合健診協会における乳房 X線検診の実績 

 茨城県総合健診協会 稲垣和華子先生 

  

 座長 山田公治先生 
  
５、５、デュアルソース CTの使用経験（導入して）第１報 当院の冠状動脈の実際 

 住吉クリニック病院 石崎文広先生 

  
  
６、６、X線 CT検査における画質評価の基礎的検討 

 筑波大学付属病院 鈴木貴子先生 



  
７、７、腹部 CT検査における被ばく線量の施設間調査 

 筑波大学付属病院 宮田真理子先生 

  
予算総会の準備 

  

  
平成２１年度予算総会     （１１：００～１２：００） 
  
第二会場  
ランチョンセミナー （１２：００～１３：００） 
テーマ「フィルムレスシステム紹介」 

  

        

 司会 高山賢副会長 



 
１、「GE社製画像情報管理システム Centricity PACSシステムのご紹介」 

 大越 厚氏 （GE横河メディカルシステム株式会社） 
  
２、「医用画像表示モニターの選定と導入後の運用における推奨提案」 

 藤井 淳一郎氏（株式会社ナナオ） 

  
３、「デジタル化したら CAD、胸部 X線画像経時的差分ソフトウェアのご紹介」 

 松井 尊信氏（三菱スペースソフトウェア株式会社） 

 
第一会場 
セッション２ 機器管理・核医学 （１３：１５～１４：００） 

 座長 山下 典教先生 

１、１、画像付帯情報と RIS情報との整合性の確保 

 土浦協同病院 小松崎 哲也先生 

 



２、２、茨城県における脳血流 SPECT検査の実態調査 第３報 

 茨城県放射線技師会 RI研究会 根本広文先生 

 
３、３、医療法改正後の茨城県の機器管理状況 

 茨城県放射線技師会 放射線機器管理士部会 桜井常男先生 
  
４、４、視覚評価による診断用モニターの比較試験結果について 

 茨城県放射線技師会 放射線機器管理士部会 篠田和哉先生 

特別講演 （１４：００～１５：００） 

   

司会 中澤 洋治会長 
 

「新生生涯学習システムについて」 

      

（社）日本放射線技師会 常務理事 菊池 克彦氏 



 
 
パネルディスカッション （１５：００～１６：３０） 
テーマ 「フィルムレス化に向けて」 

 司会 横田浩副会長 小原孝夫常務理事 

パネリスト 
１、「当院におけるフィルムレスの運用と問題点」 

 小嶋良幸先生 （筑波大学付属病院） 
２、「当院におけるフィルムレス時に予想される問題点とその対応」 

 青木正彦先生 （土浦協同病院） 

３、「小規模施設でのフィルムレスシステムについて」 

 高山賢副会長（つくばシティ内科クリニック） 
４、「システム構築と地域連携スタイル」 

 天海雅彦氏（GE横河メディカル（株）） 

５、「フィルム診断からモニター診断へ」 

  石井伸英氏（富士フィルムメディカル（株）） 



 
 
学術セミナー（１６：３０～１７：００） 

 司会 斉藤 斉理事 

  
「凍結技法を用いた生体内構造の観察」 

  
茨城県立医療大学 医療科学センター教授 馬場 健 先生 
  
閉会式（１７：００～１７：１０） 

      
                         閉会の辞 小原孝夫 常務理事 
 


